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特集
互
助
会
の
こ
と
知
っ
て
い
ま
す
か
？
・
・
・

第53号

二
〇
二
〇
年
度（
令
和
二
年
度
）

    

定
時
総
会
開
催

　
二
〇
二
〇
年
度（
令
和
二
年
度
）定
時
総
会
を
六

月
十
六
日（
火
）「
広
島
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
ふ
く
や

ま
」に
お
い
て
、
会
員
出
席
八
一
三
名（
当
日
出
席

者
五
十
二
名
・
委
任
状
提
出
者
四
五
五
名
・
議
決

権
行
使
書
提
出
者
三
〇
六
名
）の
も
と
、
午
後
一
時

三
十
分
よ
り
開
催
し
ま
し
た
。

　開
会
に
あ
た
り
、
昨
年
度
中
の
物
故
会
員
の
方
々
に

対
し
て
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
、
全
員
で
黙
祷
を
行
い

ま
し
た
。

　定
時
総
会
の
次
第
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

開
会

物
故
会
員
の
冥
福
祈
念（
黙
祷
）

理
事
長
あ
い
さ
つ

表
彰
状
贈
呈
式（
会
員
表
彰
）

二
〇
二
〇
年
度（
令
和
二
年
度
）定
時
総
会

　（
一
）定
足
数
報
告	

	

（
二
）議
長
選
出

　（
三
）議
事
録
署
名
人
の
選
出	

（
四
）報
告
事
項

　（
五
）議
案
審
議	

	

（
六
）報
告
事
項

閉
会
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理
事
長
あ
い
さ
つ　

会
員
の
皆
さ
ん
、日
頃
か
ら
セ

ン
タ
ー
の
事
業
運
営
を
現
場
か
ら

支
え
て
い
た
だ
き
、心
か
ら
感
謝

し
ま
す
。

　
終
焉
の
気
配
を
見
せ
な
い
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に
加
え
、大
規
模
災
害
の
ニ
ュ
ー

ス
も
続
い
て
お
り
、被
災
地
域
の
方
々
に
心
か
ら
お
見
舞

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　「GoTo

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」の
実
施
に
伴
う
人
の
流
れ
の
拡

大
も
予
測
さ
れ
、会
員
の
皆
さ
ん
に
は
引
き
続
き「
三
密
」

を
避
け
な
が
ら
、「
マ
ス
ク
」、「
手
洗
い
」、「
う
が
い
」な
ど
、

コ
ロ
ナ
対
策
の
基
本
を
踏
ま
え
た
上
で
、安
全
に
留
意
し

た
元
気
な
就
業
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
で
は
、昨
年
度
、会
員
の
確
保
・
就
業
機
会

の
拡
大
・
安
全
就
業
の
実
現
な
ど
を
中
心
課
題
と
し
て
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、い
ず
れ
も
未
だ
不
十
分
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
会
員
確
保
で
は
、三
年
ぶ
り
に
前
年
度
の
入
会
者
数
を

上
回
り
ま
し
た
が
、退
会
者
が
そ
れ
以
上
に
増
加
し
て
減

少
に
歯
止
め
が
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。大
変
残
念
に
思
っ
て

い
ま
す
。

　
契
約
状
況
に
つ
い
て
も
、労
働
者
派
遣
事
業
で
前
年
度

を
上
回
り
ま
し
た
が
、請
負
業
務
で
は
、会
員
減
少
で
要

望
に
応
え
き
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
、剪
定
や
除
草
な
ど
の

中
心
的
な
業
務
が
件
数
、契
約
額
と
も
に
落
ち
込
み
、全

体
で
は
前
年
度
を
三
・
九
％
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　
収
支
は
、経
費
の
節
減
に
も
取
り
組
ん
だ
結
果
、余
剰

金
を
確
保
し
、こ
れ
を
将
来
必
要
な
資
金
の
積
み
立
て
や

老
朽
化
車
両
の
更
新
な
ど
の
設
備
投
資
に
充
て
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

　
安
全
就
業
の
面
で
は
、事
故
件
数
二
十
九
件
、三
年
連

続
増
加
と
い
う
残
念
な
結
果
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

安
全
就
業
は
シ
ル
バ
ー
事
業
の
根
幹
で
あ
り
、事
業
運
営

の
前
提
で
す
。今
一
度
、「
安
全
は
す
べ
て
に
優
先
す
る
」と

い
う
認
識
に
立
ち
返
り
、作
業
ル
ー
ル
遵
守
の
徹
底
な
ど

事
故
防
止
対
策
を
強
化
し
て
、必
ず
事
故
の
減
少
に
結
び

付
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、三
月
に
は
、「
第
三
次
の
中
期
計
画
」を
策
定
し

ま
し
た
。福
山
市
も
高
齢
化
率
が
二
十
八
％
を
超
え
る
超

高
齢
社
会
と
な
り
、就
業
を
通
じ
て
高
齢
者
福
祉
の
増
進

を
目
指
す
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、地
域
社
会
の
期
待
に
応
え

る
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
今
年
度
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
る
受

注
の
減
少
な
ど
の
マ
イ
ナ
ス
要
因
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
が
、

こ
の
厳
し
さ
を
前
向
き
に
と
ら
え
る
な
ら
ば
、就
業
機
会

を
求
め
る
高
齢
者
の
受
け
皿
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
絶

好
の
機
会
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
シ
ル
バ
ー
事
業
の
安
定
的
な
推
進
の
た
め
に
は
、会
員

を
増
や
す
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。そ
の
た
め
今
年
度
か
ら

新
た
に
ポ
イ
ン
ト
制
度
も
導
入
し
ま
し
た
。

　
総
会
を
は
じ
め
と
す
る
セ
ン
タ
ー
主
催
の
各
種
行
事
へ

の
参
加
な
ど
に
ポ
イ
ン
ト
を
設
定
す
る
と
と
も
に
、新
入

会
員
を
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
方
に
高
い
ポ
イ
ン
ト
を
設
定

し
て
、高
ポ
イ
ン
ト
を
獲
得
し
た
会
員
二
十
名
に
記
念
品

を
贈
る
制
度
で
、会
員
の
皆
さ
ん
の
加
入
者
紹
介
の
労
に

報
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
会
員
増
を
目
指
す
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。一
層
積
極
的
な
お
声
掛
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、昨
年
度
、セ
ン
タ
ー
の
保
有
す
る
二
台
の
パ
ッ

カ
ー
車
に
会
員
募
集
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
を
施
し
て
、走
る
広

告
塔
と
し
て
の
機
能
を
果
た
す
よ
う
に
し
ま
し
た
。お
か

げ
さ
ま
で
好
評
を
得
て
い
ま
す
が
、今
後
も
会
員
獲
得
に

向
け
た
多
様
な
Ｐ
Ｒ
活
動
を
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　「
信
頼
さ
れ
、愛
さ
れ
る

セ
ン
タ
ー
」を
目
指
し
、会

員
と
役
職
員
が
一
丸
と
な
っ

て
事
業
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
皆
様
方
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
議　
事

　
議
長
に
中
山
博
行
会
員
を
選
出
し
、議
事
に
入
り
ま
し

た
。議
案
の
二
〇
一
九
年
度（
令
和
元
年
度
）事
業
報
告
と

収
支
決
算
に
つ
い
て
は
、原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、報
告
事
項
に
二
〇
一
九
年
度（
令
和
元
年
度
）収

支
補
正
予
算
と
二
〇
二
〇
年
度（
令
和
二
年
度
）事
業
計
画
、

収
支
予
算
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　
感
謝
状
の
贈
呈

　
手
作
り
マ
ス
ク
を
シ
ル

バ
ー
へ
寄
贈
さ
れ
た
互
助

会
の「
ふ
れ
あ
い
同
好
会
」

代
表
・
高
橋
和
子
さ
ん
に

感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

会員表彰　竹谷　清人さん
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会
員
表
彰
（
敬
称
略
・
会
員
番
号
順
）

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
、十
年
間
在
籍
さ
れ
た

会
員
六
十
五
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の
は
次
の
方
々
で
す
。

大
村
　
文
雄
　
　（
柳
津
）

山
下
　
岩
男
　
　（
川
口
）

沖
藤
　
　
裕
　
　（
引
野
）

磯
部
　
　
豊
　
　（
長
浜
）

今
井
　
義
信
　
　（
瀬
戸
）

竹
谷
　
清
人
　
　（
多
治
米
）

石
田
　
隆
子
　
　（
坪
生
）

鎌
田
謙
次
郎
　
　（
鞆
）

岡
　
　
定
子
　
　（
多
治
米
）

藤
井
　
敏
章
　
　（
大
津
野
）

浦
上
　
和
人
　
　（
明
王
台
）

中
山
　
晋
一
　
　（
御
野
）

種
本
　
忠
明
　
　（
西
深
津
）

岩
本
　
義
和
　
　（
常
金
丸
）

三
宅
　
澄
江
　
　（
御
野
）

坂
本
　
俊
秀
　
　（
新
市
）

吉
岡
　
　
悟
　
　（
竹
尋
）

小
川
き
よ
え
　
　（
服
部
）

西
原
　
正
浩
　
　（
樹
徳
）

林
原
　
隼
子
　
　（
神
村
）

小
川
　
幸
恵
　
　（
金
江
）

川
田
テ
ル
ミ
　
　（
駅
家
西
）

松
井
　
正
信
　
　（
多
治
米
）

内
田
　
哲
夫
　
　（
駅
家
）

橋
本
　
弘
子
　
　（
西
深
津
）

大
本
　
米
子
　
　（
深
津
）

北
川
加
壽
子
　
　（
新
涯
）

藤
井
　
重
勝
　
　（
久
松
台
）

松
川
　
政
子
　
　（
加
茂
）

濱
西
　
　
恵
　
　（
瀬
戸
）

鶴
田
　
大
二
　
　（
光
）

掛
谷
一
二
三
　
　（
坪
生
）

尾
崎
　
康
男
　
　（
瀬
戸
）

岡
本
　
頼
子
　
　（
水
呑
）

河
合
　
敏
明
　
　（
御
幸
）

藤
井
　
敏
喬
　
　（
手
城
）

前
田
　
浪
路
　
　（
駅
家
西
）

三
島
　
誠
一
　
　（
竹
尋
）

時
本
　
文
代
　
　（
曙
）

林
　
　
　
実
　
　（
南
）

長
島
三
千
雄
　
　（
御
幸
）

藤
井
　
吉
幸
　
　（
熊
野
）

細
川
　
完
治
　
　（
湯
田
）

上
田
　
弘
邦
　
　（
川
口
）

重
政
　
啓
治
　
　（
御
野
）

千
葉
　
素
史
　
　（
新
市
）

檀
上
　
友
喜
　
　（
箕
島
）

檀
上
　
明
子
　
　（
箕
島
）

井
出
　
　
裕
　
　（
本
郷
）

山
口
　
慶
範
　
　（
宜
山
）

大
崎
　
忠
保
　
　（
久
松
台
）

山
本
　
勝
子
　
　（
引
野
）

長
谷
川
義
輝
　
　（
西
）

宮
本
　
吉
雄
　
　（
神
辺
）

岡
本
　
　
豊
　
　（
湯
田
）

鎌
田
　
　
守
　
　（
手
城
）

松
岡
　
　
潔
　
　（
深
津
）

赤
田
　
　
勝
　
　（
駅
家
）

松
本
　
賢
一
　
　（
御
野
）

伊
藤
千
恵
子
　
　（
瀬
戸
）

三
田
　
　
豊
　
　（
川
口
）

池
口
　
征
一
　
　（
道
上
）

今
本
喜
久
雄
　
　（
御
野
）

山
本
　
髙
男
　
　（
水
呑
）

富
田
　
時
明
　
　（
有
磨
）

受付前に
体温測定
ピッ♪
ピッピ♪

間隔を十分に
空けて座って
います

手を消毒して受付へ。
手の消毒、マスク着用
のお願い掲示をしてい
ます。

事

業

報

告

　
会
計
監
査

　
監
事
二
名
に
よ
り
、二
〇
一
九
年
度（
令
和
元
年
度
）の

会
計
状
況
、事
業
執
行
状
況
な
ど
の
監
査
を
行
い
ま
し
た
。

◎
五
月
十
二
日（
火
）

　
①
二
〇
一
九
年
度（
令
和
元
年
度
）事
業
報
告
に
つ
い
て

　
②
二
〇
一
九
年
度（
令
和
元
年
度
）収
支
決
算
に
つ
い
て

　
理
事
会
の
開
催
状
況

　
次
の
事
項
に
つ
い
て
慎
重
に
審
議
さ
れ
、議
案
に
つ
い

て
は
い
ず
れ
も
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◎
五
月
十
五
日（
金
）

　
議
案

　
①
特
定
費
用
準
備
資
金
の
保
有
に
つ
い
て

　
②
特
定
資
産
取
得
資
産
の
保
有
に
つ
い
て

　
③
二
〇
一
九
年
度（
令
和
元
年
度
）事
業
報
告
に
つ
い
て

　
④
二
〇
一
九
年
度（
令
和
元
年
度
）収
支
決
算
に
つ
い
て

　
⑤
表
彰
に
つ
い
て

　
⑥
二
〇
二
〇
年
度（
令
和
二
年
度
）定
時
総
会
に
つ
い
て

　
⑦
ポ
イ
ン
ト
表
彰
制
度
実
施
要
項
の
制
定
及
び

　
　
就
業
開
拓
報
奨
金
取
扱
規
定
の
廃
止
に
つ
い
て

　
各
種
委
員
会
開
催
状
況

◆
安
全
委
員
会
　
　
　
六
月
二
十
四
日（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
月
十
八
日（
火
）

◆
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
　
七
月
二
日（
木
）

	

　
　
　
　
　
　
　
　		

八
月
十
八
日（
火
）

◆
会
報
編
集
委
員
会
　
七
月
十
七
日（
金
）

　
　
　　
　
　
　
　
　
　

　
三
十
一
日（
金
）
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■	

入
会
方
法

　
互
助
会
年
会
費
一
、〇
〇
〇
円
と
同
好
会
別
に
定
め

て
あ
る
年
会
費
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■	
同
好
会
と
は

　
互
助
会
で
は
、
同
じ
趣
味
の
会
員
が
集
ま
り
、
同
好

会
を
作
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
七
団
体
が
あ
り
、
皆
さ

ん
楽
し
く
マ
イ
ペ
ー
ス
で
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。（
同

好
会
別
の
活
動
は
次
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

　
同
好
会
で
は
趣
味
の
活
動
だ
け
で
な
く
、
誰
か
の
喜

び
に
繋
が
る
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
好
会
は
芦
田
川
河
川
敷

の
清
掃
活
動
を
、
農
夢
同
好
会
は
老
人
保
健
施
設
の
入

所
者
や
幼
稚
園
児
を
招
い
て
の
芋
ほ
り
大
会
を
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
は
老
人
保
健
施
設
で

懐
メ
ロ
等
歌
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
、
ふ
れ
あ
い
同
好
会
で

は
小
物
や
お
手
製
マ
ス
ク
作
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
あ
る
互
助
会
員
に
、
準
備
な
ど
大
変
で
は
な
い
で
す

か
、
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
大
変
だ
け
ど
、
誰
か
が
喜
ん

で
く
れ
る
と
私
も
う
れ
し
い
」と
の
答
え
が
返
り
、
シ

ル
バ
ー
事
業
に
携
わ
る
も
の
と
し
て
、
襟
を
正
さ
れ
、

初
心
を
思
い
出
さ
な
く
て
は
、と
思
い
ま
し
た
。

■	

一
緒
に
は
じ
め
ま
せ
ん
か
！

　
現
在
、
互
助
会
の
会
員
数
は
一
一
〇
人
で
あ
り
、
全

会
員
の
一
割
程
度
し
か
加
入
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で

す
。
互
助
会
で
は
も
っ
と
多
く
の
方
と
楽
し
み
や
意
義

を
共
有
し
、活
動
を
広
げ
た
い
、
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
中
に
は
、
体
力
や
家
庭
の
事
情
な
ど
の
理

由
か
ら
、
仕
事
は
無
理
だ
け
れ
ど
と
い
う
方
も
お
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
が
、
週
に
一
回
程
度
の
互
助
会
・
同
好

会
の
活
動
は
、
友
達
作
り
や
健
康
維
持
、
ま
た
、
気
分

転
換
な
ど
日
常
生
活
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
も
き
っ
と
役
立

つ
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
是
非
一
緒
に
は
じ
め
ま
せ
ん
か
！

　「
こ
ん
な
同
好
会
が
あ
っ
た
ら
い
い
な
」と
思
っ
た

ら
事
務
局
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

■	

問
い
合
わ
せ
先

　
　
本
部
事
務
所
：
９
５
３
―
５
２
２
２

　
皆
さ
ん
は
会
員
互
助
会
の
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す

か
？

　「
名
前
だ
け
は
知
っ
て
い
る
」「
同
好
会
が
あ
る
と
こ

ろ
」な
ど
、
漠
然
と
は
知
っ
て
い
て
も
、
実
の
と
こ
ろ
、

活
動
内
容
な
ど
詳
し
く
は
ご
存
じ
な
い
方
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
今
回
は
そ
ん
な
方
に
互
助
会
・
同
好
会
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
す
。

■	

互
助
会
と
は

　
互
助
会
は
、
互
助
の
精
神
に
基
づ
き
、
会
員
の
親
睦

と
相
互
扶
助
及
び
福
利
厚
生
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
お
り
、
趣
旨
に
賛
同
す
る
会
員
で
構
成
・
運
営
し
て

い
ま
す
。

■	

主
な
活
動

○
親
睦
旅
行
　
○
同
好
会
の
支
援
　
○
互
助
会
員
へ
見

舞
金
の
給
付
な
ど

　
活
動
の
中
で
も
親
睦
旅
行
は
一
番
の
お
楽
し
み

行
事
で
す
。去
年
は
約
五
十
名
の
仲
間
と「
か
ん
ぽ

の
宿
庄
原
」へ
日
帰
り
バ
ス
旅
行
を
行
い
ま
し
た
。

　
食
べ
て
、
語
っ
て
、
歌
っ
て
、
お
風
呂
に
入
っ
て
、

と
、お
お
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

互
助
会
の
こ
と
知
っ
て
い
ま
す
か
？旅行写真
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ゴルフ同好会
日時：第４（火曜日）
場所：市内ゴルフ場
内容：ゴルフを通して健康維持を図っ

ています。月に１度、市内ゴルフ
場（その都度会場変更）で４～５
人・１０組位に分かれてコンペ
を開いています。

カラオケ同好会
日時：第１（日曜日）
　　  １３：００～１５：３０
場所：カラオケ店（本庄町）
内容：カラオケ店に集まり１人６曲位

歌います。年３回程度、老人保健
施設を訪問し、入居者の好きな童
謡や懐メロなどの歌のプレゼン
トを行っています。

パソコン同好会
日時：第１・３（金曜日）
　　  １０：００～１４：００
場所：本部シルバー（新涯町）
内容：パソコンは各自持参になってい

ます。休憩にはみんなでお茶を飲
みながら、和気あいあいとパソコ
ンに夢中になっています。新しい
仲間を待っています。

筆耕同好会
日時：第２（水曜日）
　　  １０：００～１２：００
場所：本部事務所（新涯町）
内容：『書』の好きな会員が集まって葉

書の宛名書きや賞状書きの仕事
に備えて、毎月、課題を工夫しな
がら楽しく練習しています。

ふれあい同好会

日時：第１～第３（木曜日）
　　   １３：３０～１５：３０
場所：北部事務所（神辺町）
内容：ストラップ、手提げカバン、巾着

袋等の小物づくりやエコたわし、
マスクをつくり、福祉まつりなど
のイベント時に出店しています。
おやつなどを持ち寄り、おしゃべ
りをしながら楽しくしています
ので、是非遊びに来てください。

ボランティア同好会

日時：５月～７月
場所：ばら祭り会場・芦田川河川敷等
内容：イベント時の清掃作業（ばら祭り・

芦田川）をしています。ワクチン
や車椅子の購入資金に役立てて
もらうため、ペットボトルの蓋や
リングプルを回収し社会福祉協
議会へ寄贈しています。

農夢同好会

日時：第１・３（土曜日）　午前中
場所：せとうち農園（箕島町）
内容：季節の野菜や花を育てています。

【野菜】さつま芋、きゅうり、トマト、と
うもろこし、茄子、ゴーヤ、黒豆、
いんげん豆等

【 花 】 バラ、紫陽花、ひまわり、菊等
６月と１０月に老健施設の入所
者や保育園児と一緒に芋ほりを
行い、収穫を楽しんでいます。
今の時期、草取りが大変です。

少しでもお手伝いしてもらえる方大歓迎！

※日時・場所は、時期や天候等によって変わる場合があります。
※同好会は現在７団体ですが、３人以上の互助会有志が集まれば、新たな同好会を作ることも可

能です。
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「
先
祖
と
医
者
に
感
謝
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
員
　
　
藤
　
井
　
正
　
雄

　
私
は
今
年
一
月
下
旬「
左
人
工
股
関
節
置
換
術
」を

受
け
ま
し
た
。
歩
く
の
も
痛
く
医
師
よ
り
痛
み
止
め

を
も
ら
い
飲
ん
で
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
医
者
に
行
く

と「
こ
れ
を
飲
ん
で
い
て
も
治
ら
な
い
」と
手
術
を
勧

め
ら
れ
て
い
た
。
昨
年
の
九
月
先
生
を
紹
介
す
る
か
ら

一
回
診
て
も
ら
い
な
さ
い
。
と
言
わ
れ
、
病
院
に
行
き
、

先
生
が
こ
れ
か
ら
手
術
を
予
約
し
て
も
、
早
く
て
も

「
来
年
一
月
二
十
二
日
」と
言
わ
れ
た
。
そ
の
後
歩
け
な

く
な
っ
た
ら
と
思
い
予
約
し
ま
し
た
。

　
私
は
昭
和
三
十
年
六
月
、
十
三
才
の
中
学
二
年
生
の

時
、
父
親
を
亡
く
し
、
長
男
と
し
て
家
の
た
め
、
家
族

の
た
め
一
生
懸
命
働
き
ま
し
た
。
父
に
早
く
死
な
れ
苦

労
が
多
く
、体
が
め
げ
て
し
ま
っ
た
。「
先
祖
が
も
う
一

回
足
を
く
れ
、
そ
れ
を
先
生
が
つ
け
て
く
れ
た
」と
私

は
理
解
し
て
い
ま
す
。

　
今
、
股
関
節
か
ら
の
痛
み
は
あ
り
ま
せ
ん
。
四
月
よ

り
ま
た
剪
定
作
業
を
し
て
い
ま

す
。
仲
間
の
皆
様
に
も
今
迄
以

上
に
や
さ
し
く
接
し
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
迷
惑
を
掛
け
な
い

よ
う
、毎
日
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　「
十
津
川
村
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
員
　
　
綿
　
谷
　
弘
　
志

　
日
本
で
一
番
広
い
村
は
？
と
聞
か
れ
た
時
、
何
と
な

く
北
海
道
と
か
東
北
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
人
は
多
い
と
思

う
が
日
本
国
内
で
一
番
広
い
村
は
奈
良
県
吉
野
郡
に
位

置
し
て
い
る「
十
津
川
村
」で
あ
る
。

　
私
が「
十
津
川
村
」を
意
識
し
始
め
た
の
は
四
十
数

年
前
だ
っ
た
。
漢
詩
に
関
連
し
た
一
つ
の
語
句
の
疑
問

符
を
模
索
し
て
辿
り
つ
い
た
モ
ノ
の
本
の
中
に
、
孝
明

天
皇
を
し
て「
今
夜
は
十
津
川
郷
の
者
が
門
を
守
っ
て

い
る
か
ら
、
安
心
し
て
眠
る
こ
と
が
で
き
る
」と
言
わ

し
め
、
更
に
幕
末
の
京
都
、
近
江
屋
で
坂
本
竜
馬
が
暗

殺
さ
れ
た
時
、
竜
馬
の
警
戒
網
を
瞬
時
に
破
っ
た
の
は

刺
客
の
一
言「
十
津
川
郷
の
者
で
す
」だ
っ
た
。「
十
津

川
村
」と
は
ど
ん
な
村
か
？「
十
津
川
郷
の
男
」と
は
？

「
十
津
川
村
へ
行
っ
て
み
た
い
」頭
の
隅
に
あ
っ
た
漠

然
と
し
た
想
い
が
叶
っ
た
の
は
今
か
ら
二
十
年
前
、
福

山
山
岳
会
例
会
山
行
で
実
行
さ
れ
た「
熊
野
古
道
・
小

辺
路
」だ
っ
た
。
数
あ
る
熊
野
古
道
の
ル
ー
ト
で
小
辺

路
の
ス
タ
ー
ト
地
点
は
高
野
山・大
滝
口
女
人
堂
跡（
通

称
・
ろ
く
ろ
峠
）で
あ
る
。
当
時
、
女
人
禁
制
の
山
は

富
士
山
、
立
山
を
始
め
数
多
く
存
在
し
て
い
た
が
高
野

山
も
明
治
時
代
後
半
ま
で
戒
律
は
残
っ
て
い
た
。
我
が

夫
、
息
子
を
一
目
見
た
い
一
心
で
遥
々
訪
ね
て
来
た
女

性
達
が
、
背
伸
び
し
て
首
を
伸
ば
し
て
愛
し
い
人
を
探

す
姿
か
ら「
ろ
く
ろ
峠
」と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
言
う
。
此
処
か
ら
熊
野
本
宮
ま
で
、
二
年
掛
か
り
の

長
丁
場
だ
っ
た
。
幕
末
動
乱
の
舞
台
で
も
あ
る
五
條
市

を
過
ぎ
野
迫
川
村
の
叔
母
子
岳（
一
、三
四
四
ｍ
）直
下

の
叔
母
子
峠
か
ら
念
願
の
十
津
川
村
に
入
っ
た
。
明
治

二
十
二
年
の
大
災
害
に
遭
っ
た
十
津
川
の
住
民
は
当
時

の
国
策
に
従
い
北
海
道
へ
移
住
さ
せ
ら
れ
た（
現
・
北

海
道
・
新
十
津
川
町
）ち
な
み
に
北
海
道
の
原
生
林
ま

で
村
民
の
家
財
道
具
の
運
搬
を
担
っ
た
の
は
当
時
全
国

か
ら
集
め
ら
れ
た
囚
人
だ
っ
た（
吉
村
昭
著
：
赤
い
人
）。

　
広
島
県
内
に
標
高
一
、〇
〇
〇
ｍ
以
上
の
山
は

二
十
三
座
と
承
知
し
て
い
る
が
、
こ
の
村
だ
け
で
十
四

座
存
在
す
る
。
そ
の
昔「
鳥
も
通
わ
ぬ
十
津
川
の
里
」

と
言
わ
れ
ま
た
、
大
和
国
と
紀
伊
国
の
国
境（
奈
良
・

和
歌
山
県
境
）は
今
も
果
無
峠（
は
て
な
し
と
う
げ
）と

呼
ば
れ
て
い
る
。
何
時
の
時
代
、
誰
が
こ
ん
な
に
も
ロ

マ
ン
溢
れ
る
名
を
付
け
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
後
、
十

津
川
村
に
魅
せ
ら
れ
た
私
は
、
熊
野
古
道
の
色
ん
な

ル
ー
ト
を
仲
間
に
声
掛
け
し
共
に
歩
く
事
に
な
っ
た
。

　
「『
私
の
一
日
』コ
ロ
ナ
禍
に
思
う
こ
と
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
員
　
　
矢
　
迫
　
輝
　
美

　
こ
の
と
こ
ろ
新
聞
を
開
く
と
、
感
染
者
の
増
加
や
医

療
関
連
施
設
で
の
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
、
イ
ベ
ン
ト
の
中

止
等
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
係
の
こ
と
ば
か
り
で
あ

る
。
十
三
年
間
続
け
て
い
た
ラ
ジ
オ
体
操
も
本
日
か
ら

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
為
に
休
止
と
な
っ
た
。

　
セ
ン
タ
ー
で
は
週
に
一
、二
回
剪
定
や
草
刈
り
等
の

枝
葉
の
回
収
の
仕
事
を
し
て
い
る
が
、
二
人
一
組
で
車

に
乗
る
た
め
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
窓
を
開
け
て
予
防
に

努
め
て
い
る
。
仲
間
と
の
雑
談
で
も
コ
ロ
ナ
絡
み
の
暗
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い
話
が
多
く
、
意
識
し
て
明
る
い
笑
顔
を
心
が
け
て
い

る
が
お
客
様
の「
あ
り
が
と
う
」が
何
よ
り
の
励
み
に

な
っ
て
い
る
。

　
仕
事
が
な
い
と
き
は
畑
仕
事
に
精
を
出
し
て
い
る
。

今
は
夏
野
菜
の
植
え
付
け
や
収
穫
を
楽
し
ん
で
い
る
。

ス
ト
レ
ス
解
消
に
な
る
し
、
知
り
合
い
に
お
裾
分
け
し

て
喜
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
が
何
よ
り
う
れ
し
い
。
家
に

帰
れ
ば
洗
顔
、
手
洗
い
、
う
が
い
等
を
必
ず
し
て
い
る
。

妻
に
言
わ
せ
る
と
、
私
の
手
洗
い
が
原
因
で
水
道
料
金

が
高
く
な
っ
て
い
る
ら
し
い
。
妻
に
は
悪
い
が
、
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
が
終
息
す
る
ま
で
手
洗
い
を
や
め
る
つ
も

り
は
な
い
し
、仕
方
な
い
も
の
と
あ
き
ら
め
て
ほ
し
い
。

　
他
に
も
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
私
が
関
わ
っ

て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
す
べ
て
中
止
と
な
っ

た
。
ま
た
、
好
き
な
読
書
も
図
書
館
の
休
館
の
た
め
本

を
借
り
ら
れ
ず
、
友
達
か
ら
借
用
し
て
い
る
状
況
で
あ

る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
不
安
ば
か
り
が
先
立
つ
が
、
人
類
と

感
染
症
の
歴
史
を
見
る
と
、
五
～
八
世
紀
の
天
然
痘
、

十
四
世
紀
の
ペ
ス
ト
、
十
九
～
二
十
世
紀
の
コ
レ
ラ
、

二
十
世
紀
の
ス
ペ
イ
ン
風
邪
、
現
代
で
は
エ
ボ
ラ
出
血

熱
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
、
人
類
は
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代

で
戦
い
、
そ
し
て
勝
利
し
て
い
る
。
い
ま
も
世
界
が
協

力
し
て
、ワ
ク
チ
ン
・
薬
等
の
開
発
を
進
め
て
い
る
。

　
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
し
っ

か
り
行
い
、
み
な
が
協
力
し
て
い

け
ば
、
必
ず
人
類
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
打
ち
勝
て
る
と
私
は
信
じ

て
い
る
。

　

｢

歯
科
待
ち
合
い
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ｣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
員
　
　
林
　
　
　
操
　
子

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
蔓
延
大
騒
動
の
中
、
不
安
を
抱
き

な
が
ら
も
四
月
の
歯
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
行
っ
た
。
玄

関
の
パ
ン
ジ
ー
は
、
一
ヶ
月
も
経
つ
と
美
し
く
な
り
、

歯
医
者
に
は
最
大
限
の
ウ
イ
ル
ス
対
策
が
し
て
あ
っ
た
。

　
こ
こ
は
予
約
制
で
、
毎
回
朝
一
番
の
九
時
か
ら
に
し

て
い
る
。
今
は
そ
の
時
間
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
暮
ら

し
に
あ
る
し
、
あ
と
の
仕
事
が
落
ち
着
い
て
で
き
る
。

他
に
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
ご
想
像
に
お
任
せ
す
る
こ
と

に
…
…
。

　
歯
医
者
の
待
合
に
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
書
架
が
あ
り
、

自
分
の
時
間
が
来
る
ま
で
に
読
ん
だ
り
、
治
療
を
終
え

て
か
ら
も
読
み
た
く
な
っ
て
ま
た
読
ん
だ
り
、
時
に
は

借
り
て
帰
る
こ
と
も
あ
る
。

　
今
回
、
波
多
野
尚
樹
著「
口
の
中
を
見
れ
ば
寿
命
が

わ
か
る
」を
借
り
て
帰
り
、
ま
さ
か
と
思
い
つ
つ
、
夕

方
ま
で
読
み
ふ
け
っ
た
。

　
私
の
幼
少
時
代
は
充
分
な
歯
磨
き
を
し
た
記
憶
は
な

い
。
ま
た
、
若
い
頃
は
痛
く
て
も
務
め
に
余
裕
が
な
く
、

痛
さ
を
薬
で
押
さ
え
凌
い
だ
も
の
で
あ
る
。
そ
の
ツ
ケ

が
今
に
な
っ
て
出
は
じ
め
、
務
め
を
止
め
て
か
ら
は
、

下
の
奥
歯
か
ら
始
ま
っ
て
次
々
Ｓ
Ｏ
Ｓ
、
抜
歯
、
抜
歯

で
つ
い
に
は
入
れ
歯
。
今
、
も
の
が
う
ま
く
噛
め
な
い

の
は
誠
に
残
念
で
あ
る
。
パ
リ
パ
リ
と
い
う
噛
み
音
が

懐
か
し
い
こ
と
で
あ
る
。

　
本
書
に
よ
る
と
、
口
腔
内
細
菌
は
五
〇
〇
種
～

七
〇
〇
種
と
い
わ
れ
、
悪
さ
を
し
な
い
日
和
見
菌
も
あ

る
が
、
中
で
も
性
質
が
悪
い
の
は
よ
く
言
う
歯
周
病
菌

で
、
こ
の
菌
は
増
殖
す
る
と
血
管
を
通
っ
て
あ
ら
ゆ
る

臓
器
に
広
が
り
、動
脈
硬
化
、心
疾
患
、腎
症
、リ
ウ
マ

チ
、
糖
尿
病
と
い
っ
た
病
気
の
発
症
や
悪
化
に
リ
ス
ク

を
及
ぼ
す
そ
う
で
あ
る
。

　
ま
た
、
こ
の
悪
玉
が
増
殖
す
る
と
、
時
に
日
和
見
菌

も
加
勢
便
乗
す
る
そ
う
で
、
こ
わ
い
こ
と
だ
。

　
歯
を
守
る
こ
と
は
、
全
身
の
健
康
を
維
持
す
る
ポ
イ

ン
ト
で
あ
っ
た
。
口
腔
は
、
外
界
と
の
出
入
口
で
も
あ

り
、食
べ
る
、し
ゃ
べ
る
こ
と
で
、生
命
、生
活
を
維
持

し
人
生
の
幸
せ
度
を
決
め
る
。

　
自
分
自
身
、
今
か
ら
で
も
し
っ
か
り

ケ
ア
し
て
行
き
た
い
。

　「
川
　
柳
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
員
　
　
増
　
成
　
重
　
由

　
い
や
や
な
あ
　
長
い
住
所
の
　
あ
て
名
書
き

　
ひ
ば
り
さ
ん
　
今
二
月
や
で
　
ま
だ
早
い

　
剪
定
で
　
一
年
ご
と
の
　
変
わ
り
よ
う

　
幼
友
の
　
庭
剪
定
し
て
　
帰
り
待
つ

　
子
の
声
を
　
新
型
コ
ロ
ナ
が
　
か
き
消
し
て

　
新
コ
ロ
ナ
　
孫
と
の
約
束
　
吹
き
飛
ば
し

　
安
倍
さ
ん
が
　
く
し
ゃ
み
す
れ
ば
　
ニ
ュ
ー
ス
だ
ね

　
花
光
る
　
ハ
ク
モ
ク
レ
ン
の
　
真
っ
白
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
員
　
　
橘
　
高
　
偉
　
郎

　
犬
笑
ふ
　
散
歩
の
途
中
　
膝
笑
ふ

　
正
直
な
　
あ
な
た
に
た
か
る
　
詐
欺
は
が
き

　
十
字
路
を
　
西
陽
が
分
け
る
　
我
が
人
生
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｢

短　
歌｣

　
　
　
　
　
　
　
　
会
員
　
　
仲
間
谷
　
文
　
子

出
張
散
髪
す
れ
違
う
時
笑
顔
な
る
医
師
よ
り
ね
ぎ

ら
い
の
言
葉
か
け
ら
れ
る

病
院
で
卒
寿
の
人
を
毛
染
め
せ
り
両
手
を
合
わ
せ

て
わ
れ
拝
ま
れ
ぬ

手
も
足
も
不
自
由
な
る
老
い
を
散
髪
す
我
が
身
の

健
康
あ
り
が
た
し

病
院
も
閉
鎖
続
き
て
老
い
の
出
張
散
髪
に
い
け
な
い

短
歌
会
に
て
学
び
驚
く
一
文
字
を
置
き
替
え
た
だ

け
で
一
変
す

湯
野
駅
に
四
季
折
々
の
花
を
生
け
る
癒
し
癒
さ
れ

て
笑
顔
に
な
れ
る

　

｢

写　
真｣

　
　
　
　
　
　
　
　
会
員
　
　
野
　
毛
　
哲
　
夫

　

｢

ふ
れ
あ
い
同
好
会｣

　
　
　
　
　
～
手
作
り
マ
ス
ク
～

　
手
作
り
マ
ス
ク
は
、
不
特
定
多
数
の
方
と
の
接
触
や

三
密
の
条
件
で
の
就
業
し
て
い
る
派
遣
業
務
や
運
搬

班
、
医
療
・
福
祉
施
設
、
家
事
援
助
、
施
設
管
理
業
務

に
就
業
し
て
い
る
会
員
を
中
心
に
四
月
に
事
務
局
か
ら

約
三
〇
〇
枚
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
受
け
取
っ
た
会
員
か
ら
、【
ふ
れ
あ
い
同
好
会
】の

方
々
に
お
礼
の
ハ
ガ
キ
や
電
話
が
事
務
局
に
届
き
ま
し

た
の
で
一
部
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
自
然
界
は
春
一
色
、も
う
最
高
の
喜
び
を
味
わ
え

る
は
ず
な
の
に
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
登
場
で
心
落
ち

つ
き
ま
せ
ん
。そ
ん
な
中
、昨
日
か
わ
い
い
手
作
り
マ

ス
ク
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。び
っ
く
り
ニ
ッ
コ
リ

で
す
。大
き
な
顔
に
ピ
ッ
タ
リ
。や
さ
し
い
模
様
に

心
ほ
っ
こ
り
。ふ
れ
あ
い
同
好
会
の
皆
様
の
愛
情
一
杯

の
品
。さ
す
が
使
い
心
地
バ
ッ
チ
リ
。大
切
に
使
い
、

三
密
を
守
っ
て
利
用
者
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る

様
頑
張
り
ま
す
。ま
ず
は
お
礼
ま
で

　
こ
の
度
は
、か
わ
い
い
手
作
り
マ
ス
ク
を
い
た
だ

き
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
た
め
、当
面
仕
事
が
休
み
に
な
り
、

少
し
気
分
が
沈
ん
で
お
り
ま
し
た
。

　
手
作
り
マ
ス
ク
を
い
た
だ
き
、ま
た
元
気
を
出
そ

う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。「
ふ
れ
あ
い
同
好
会
」の
皆

様
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
度
は
手
作
り
マ
ス
ク
を
お
送
り
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。早
速
、施
設
管
理
で
使
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
こ
の
時
期
、マ
ス
ク
不
足
で
困
っ
て
お
り
ま
し
た

の
で
、大
変
助
か
り
ま
す
。

　
北
部
事
務
所「
ふ
れ
あ
い
同
好
会
」の
皆
様
に
よ

ろ
し
く
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

　
皆
様
に
も
お
体
に
気
を
つ
け
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
負
け
な
い
よ
う
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　【
ふ
れ
あ
い
同
好
会
】の
皆
様
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

ふれあい同好会　マスク作成作業

醍醐の桜
（岡山県真庭市）
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「
フ
レ
イ
ル
」っ
て
何
？

　「
フ
レ
イ
ル
」と
は
、
加
齢
と
と
も
に
、
筋
力
や
心
身
の
活
力
が
低
下
し
、
健
康
と
要
介
護

状
態
の
間
に
あ
る「
虚
弱
状
態
」を
い
い
ま
す
。
多
く
の
高
齢
者
が「
フ
レ
イ
ル
」の
段
階
を

経
て
要
介
護
状
態
に
な
り
ま
す
。

　
フ
レ
イ
ル
の
サ
イ
ン（
兆
候
）に
早
く
気
づ
き
、日
頃
か
ら
生
活
習
慣
を
改
善
す
る
こ
と
で
、

健
康
な
状
態
に
戻
す
こ
と
や
要
介
護
に
な
る
時
期
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

あ
な
た
は
大
丈
夫
？

「
フ
レ
イ
ル
」チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
み
ま
し
ょ
う

　
フ
レ
イ
ル
の
サ
イ
ン（
兆
候
）
が
あ
る
か
、

次
の
項
目
に
答
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
回
答
欄
の
右
側
に
つ
く
○
の
数
が
多
い

ほ
ど
、
注
意
が
必
要
で
す
。
特
に
六
つ
以
上

チ
ェ
ッ
ク
が
つ
い
た
人
は
フ
レ
イ
ル
の
危
険

性
が
一
段
と
高
く
な
り
ま
す
。

　
全
て
左
側
に
○
が
つ
く
よ
う
に
、
日
頃
の
生

活
習
慣
を
改
善
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

生
活
習
慣
を
見
直
し
て
、

「
フ
レ
イ
ル
」を
予
防
・
改
善
し
ま
し
ょ
う

　
栄
養（
食
生
活
・
口
腔
機
能
）・
運
動（
身
体

健
康
寿
命
を
延
ば
す
鍵
は
、「
フ
レ
イ
ル
予
防
」か
ら

活
動
）・
社
会
参
加
の
三
つ
を
常
に
意
識
し
て
、
日
頃

の
生
活
習
慣
を
見
直
し
、
元
気
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

【
ポ
イ
ン
ト
】

○
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
て
低
栄
養
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

特
に
、
た
ん
ぱ
く
質（
肉
・
魚
・
卵
・
大
豆
製
品
）

の
摂
取
が
大
切
で
す
。

○
歯
ご
た
え
の
あ
る
食
品
を
積
極
的
に
と
り
ま
し
ょ

う
。
食
後
の
正
し
い
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
や
定
期
検
診
な

ど
、
口
腔
ケ
ア
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

○
仕
事
や
家
事
の
合
間
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
時
間
に

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
体
操
な
ど
の
運
動
を
取
り
入
れ
て

み
ま
し
ま
し
ょ
う
。

○
趣
味
の
サ
ー
ク
ル
や
地
域
の
行
事
、
買
い
物
な
ど
積

極
的
に
出
掛
け
ま
し
ょ
う
。
社
会
と
の
つ
な
が
り
を

持
ち
続
け
る
こ
と
は
心
身
の
健
康
を
維
持
す
る
た
め

に
大
切
で
す
。

■
健
康
推
進
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に「
フ
レ
イ
ル
を
予

防
し
ま
し
ょ
う
」を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
参
考
に

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
福
山
市
保
健
所
健
康
推
進
課

　
　
　
　
　
　（
０
８
４	

―	

９
２
８	

―	

３
４
２
１
）

参照：東京大学高齢社会総合研究機構

栄
養

１ ほぼ同じ年齢の同性と比較して、健康に気を付け
た食事を心がけている はい いいえ

２ 野菜料理と主菜（お肉またはお魚）を両方とも毎
日２回以上は食べている はい いいえ

口
腔

３ 「さきいか」「たくあん」くらいの固さの食品を普通に噛み切れる はい いいえ

４ お茶や汁物でむせることがある いいえ はい

運
動

５ １回以上３０分以上の汗をかく運動を週２日以
上、１年以上実施している はい いいえ

６ 日常生活において歩行または同等の身体活動を１
日１時間以上実施している はい いいえ

７ ほぼ同じ年齢の同性と比較して、歩く速度が速い
と思う はい いいえ

社
会
性
・
こ
こ
ろ

８ 昨年と比べて外出の回数が減っている いいえ はい

９ １日１回以上は、誰かと一緒に食事をしている はい いいえ

１０ 自分が活気にあふれていると思う はい いいえ

１１ 何よりもまず、物忘れが気になる いいえ はい

自  立
回復できる！

健康 フレイル 要介護

加  齢
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ポ
イ
ン
ト
表
彰
制
度
知
っ
て
ま
す
か
？

　
皆
さ
ん
の
自
主
的
活
動
を
応
援
す
る
た
め「
ポ
イ
ン
ト
表
彰

制
度
」を
五
月
か
ら
始
め
て
い
ま
す
。

　
ポ
イ
ン
ト
は
各
年
度
で
集
計
し
、合
計
五
十
ポ
イ
ン
ト
以
上

の
会
員
を
対
象
に
、上
位
二
十
名
を
総
会
に
お
い
て
記
念
品
を

贈
呈
し
、表
彰
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
上
に
あ
る
基
準
表
を
見
て
い
た
だ
け
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、

「
新
入
会
員
の
獲
得
」に
は
高
ポ
イ
ン
ト
の
配
点
を
し
て
い
ま
す
。

　
お
友
達
や
お
知
り
合
い
を
入
会
説
明
会
へ
紹
介
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
お
一
人
に
つ
き
、五
ポ
イ
ン
ト
、そ
の
方
が
入
会
し
て
く

れ
れ
ば
、さ
ら
に
二
十
ポ
イ
ン
ト
に
す
る
な
ど
配
点
を
高
く
し

て
い
ま
す
。

　
六
月
の
総
会
で
議
決
権
行
使
か
委
任
状
を
提
出
し
て
い
た

だ
い
た
方
に
は
、コ
ロ
ナ
予
防
の
観
点
か
ら
、今
回
に
限
り
出

席
者
と
同
等
の
十
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
て
い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
七
月
末
時
点
で
の
最
高
は
四
十
ポ
イ
ン
ト
の
方
で

す
。

　
お
友
達
を
紹
介
し
て
も
ら
え
れ
ば
ポ
イ
ン
ト
上
位
へ
一
番
の

近
道
で
す
！

　
ぜ
ひ
積
極
的
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
！

ポ
イ
ン
ト
表
彰
制
度
！

　
会
員
の
皆
さ
ん
の
自
主
的
活
動
を
応
援
す
る
た
め
に
ポ
イ
ン
ト
表

彰
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。
新
規
会
員
紹
介
、
定
時
総
会
や
講
習
会
・

研
修
会
等
へ
の
出
席
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、
左
記
の
活
動
を

行
う
と
、
そ
の
活
動
に
対
し
て
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
ま
す
。

［ポイント基準表］

区　　分 内　　容 ポイント(点)

会議等への出席

定時総会に出席 １０
定時総会で書面による議決権を行使 ５
定時総会で委任状を提出 ３
経験交流旅行に参加 ３
センター主催等の講習会・研修会や地域・職域班
会議に参加 ５

新入会員の獲得
（一人ごとに）

紹介した入会希望者が説明会に参加 ５

上記参加者が入会 ２０

新規に入会した会員（入会者本人） １０

普及啓発

新規発注者を紹介し受注が成立 ５
「シルバーの日」の活動に参加 ７
会報「いきいきふくやま」に寄稿 ５
センター主催ボランティア活動に参加 ５

互助会活動等 互助会への入会 ５
役員（いずれか一つ）センター役員（理事・監事・委員・班長・副班長） ５

事故 就業中及び途上帰途の傷害事故・賠償事故 －２０

特別ポイント 上記のほか、理事長がポイント付与が適当と認め
た場合 ３～１０
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会員数（2020年（令和2年）7月末現在）　男　838人　　女　360人　　計　1,198人


